何時の 頃と も 知らぬ。 只ァ ー サ— 大王の 御代との み 

言い伝え たる 世に、 ブレトンの 一 土人が ブレトンの 一 

けそう 

女子に 懸想した 事が ある。 その 頃の 恋 は あだ に は 出来 

くちびる わが 

ぬ。 思う 人の 唇 に 燃 ゆる 情けの 息 を 吹く 為に は、 吾 

肱 を も 折らねば ならぬ、 吾 類 を も 挫かねば ならぬ、 時 

として は 吾 血潮 さえ 容赦 もな く 流さねば ならなかった _ 

懸 想され たる ブレトンの 女 は 懸 想せ る ブレトンの 男に 

力な 

向って 云う、 君が 恋、 叶えん とならば、 残リ なく 円卓 

の 勇士 を 倒して、 われ を 世に 類いな き 美しき 女と 名乗 

たか もと 

り 給え、 ァ ー サ ー の 養える 名高き 鷹 を 獲て 吾 許に 送り 

つる * き ちか 

届け 給えと、 男心 得たり と 腰に 帯びた る 長き 剣 に盟 



つい せんき 

えば、 天上 天下に 吾 志を妨 ぐる ものな く、 遂に 仙 姫の 

たすけ ことごと まと 

援を 得て 悉 く 女の 言う ところ を果 す。 鷹の 足 を 纏 

はし 

える 細き 金の 鎖の 端に 結びつけ たる 羊皮紙 を 読めば、 

いわゆる 

三十 一 カ条の 愛に 関する 法 章であった。 所謂 「愛の 庁」 

の 憲法と はこれ である。 …… 盾の 話し はこの 憲法の 盛 

に 行われた 時代に 起 つ た 事と 思え。 

みち やく かみ 

行く 路を扼 すと は、 その上 騎士の 間に 行われた 習慣 

である。 幅広から ぬ 往還に 立ちて、 通り 掛リの 武士に 

戦，. を 挑む。 二人の 槍の穂先が 橈って 馬と 馬の 鼻 頭が 

くら つぼ 

合う と き、 鞍壺 にた ま らず 落ち た が 最後 無難 にこの 関 

こ よろい かぶと もろとも 

を踰 ゆる 事 は 出来ぬ。 鎧、 甲、 馬 諸共に 召し上げら 



るる。 路を扼 する 侍 は 武士の 名 を藉る 山賊の 様な もの 

である。 期限 は 三十日、 傍の 木立に 吾 旗 を 翻え し、 

喇叭 を 吹いて 人 や 来る と 待つ。 今日 も 待ち 明日 も 待ち 

明後日 も 待つ。 五六 三十日の 期が 満 つるまで は 必ず 待 

つ。 時には 我意 中の 美人と 共に 待つ 事 も ある。 通リ掛 

じょうろう まも そで 

りの 上 藤 は 吾 を 護る 侍の 鎧の 袖に 隠れて 関 を 抜ける。 

守護の 侍 は 必ず 路を扼 する 武士と 槍 を 交える。 交えね 

にせ によしょう 

ば 自身 は 無論の 事、 一 一世 かけて 誓える 女性 を すら 通 

す 事 は 出来ぬ。 千 四百 四十 九 年に バ ー ガン デの 私生子 

と 称する 豪の ものが ラ . ベル • ジャル ダンと 云える 路 

お お 

を 首尾よく 三十日 間 守り 終せ たる は 今に 人の 口碑に 存 



する 逸話で ある。 三十日の 間 私生子と 起居 を 共に せる 

美人 は 只 「清き 巡礼の 子」 という 名に その 本名 を 知る 

事が 出来ぬ の は 遺憾で ある。 …… 盾の 話し はこの 時代 

の 事と 思え。 

この 盾 は 何時の 世の ものと も 知れぬ。 パヴィ ー スと 

云うて 三角 を 倒 まにして 全身 を蔽ぅ 位な 大きさに 作 

力 わ？ 3 も 

られ たものと も 違う。 ギ— ジと いう 革 紐に て 肩から 釣 

こうし あ 

るす 種類で もない。 上部に 鉄の 格子 を 穿け て 中央の 孔 

から 鉄砲 を 打つ と 云う 仕懸の 後世の もので は 無論ない。 

きた 

いずれの 時、 何者が 鍊 えた 盾 か は 盾の 主人なる ゥ イリ 

アム さえ 知らぬ。 ウィリアム はこの 盾 を 自己の 室の 壁 



に 懸けて 朝夕 眺めて いる。 人が 聞く と 不可思議な 盾 

だと 云う。 霊の 盾 だと 云う。 この 盾 を 持って 戦に 臨む 

とき、 過去、 現在、 未来に 渉って 吾 願 を 叶える 事の あ 

まぼろし 

る 盾 だ と 云う。 名 あ るかと 聞けば 只 幻影 の 盾と 答える _ 

ウィリアム は その他 を 言わぬ。 

もち はがね まんじゅう 

盾の 形 は 望の 夜の 月の 如く 丸い。 鋼で 饅頭 形の 表 

を 一 面に 張りつ めて あるから、 輝 やける 色 さえ も 月に 

似て いる。 縁を繞 りて 小指の 先程の 鋇が 奇麗に 五分 

程の 間を置いて 植えられて ある。 鋇の色 もまた 銀色で 

ある。 鎮の 輪の 内側 は四寸 ばかりの 円 を 画して 匠 人の 

巧を尽 したる 唐草が 影り UZ: けて ある。 模様が あまり 細 



ひと ごと 

かね ども 光る と ウィリアム は 独り 語の 様に 云う。 

まんなか 

盾の 真中が 五寸 ばかりの 円 を 描いて 浮き 上る。 これ 

やしゃ すきま い いだ 

に は 怖ろ しき 夜叉の 顔が 隙 間もなく 鎊 出されて いる。 

その 顔 は 長し えに 天と地と 中間に ある 人と を 呪う。 右 

のぞ 

から 盾 を 見る とき は 右に 向って 呪い、 左から 盾 を^く 

むか もと 

とき は 左に 向って 呪い、 正面から 盾に 対う 敵に は 固よ 

り 正面 を 見て 呪う。 ある 時 は 盾の 裏に かくる る 持主 を 

さえ 呪い はせ ぬかと 思わる る 程 怖し い。 頭の 毛 は 春 

夏 秋 冬の 風に 一 度に 吹かれた 様に 残りな く 逆立 つてい 

へび 

る。 しかも その 一 本 一 本の 末 は 丸く 平たい 蛇の 頭と 

な つ て その 裂け目から 消えん として は 燃 ゆる 如き 舌 を 



思う 人！ ウィリアムが 思う 人 は - ^ , に は 居らぬ。 

わた マイル よがらす 

小山 を 三つ 越えて 大河 を 一 つ 渉りて 二十 哩 先の 夜 鴉 

の 城に 居る。 夜 鴉の 城と は 名から して 不吉で あると、 

ウィリアム は 時々 考える事が ある。 然し その 夜 鴉の 城 

たびたび 

へ、 彼 は 小児の 時 度々 遊びに 行った 事が ある。 小児の 

おとず 

時の みで はない 成人して から も 始終 訪問れ た。 クララ 

の 居る 所なら 海の 底で も 行かずに はいられぬ。 彼 はつ 

い 近頃まで 夜 鴉の 城へ 行って は 終日 クララと 語り 暮し 

たので ある。 恋と 名が つけば 千里 も 行く。 二十 哩は云 

おの 

うに 足らぬ。 夜 を 守る 星の 影が 自 ずと 消えて、 東の 空 

べにがら も はねばし 

に 紅殻 を 揉み 込んだ 様な 時刻に、 白 城の 刎 橋の 上に 騎 



白 城の 城主 狼の ル— ファス と 夜 鴉の 城主と は 二十 年 

よし ろうどう たが い 

来の 好みで 家の子郎党の 末に 至る まで 互 に 往き来せ 

ま 1 

ぬ は 稀な 位 打ち解けた 間柄であった。 確執の 起った の 

は 去年の 春の 初からで ある。 源 因 は 私なら ぬ 政治 上の 

紛議の 果 とも 云い、 ある は 鷹 狩の 帰りに 獲物 争いの 口 

論から と 唱え、 又は 夜 鴉の 城主の 愛 女 クララの 身の上 

き ようえん 

に 係る 衝突に 本づ くと も 言 触らす。 過ぐ る 日の 饗筵 

ゆる 

に、 卓上の 酒 尽きて、 居並ぶ 人の 舌の 根の しどろ に 緩 

こわだか 

む 時、 首席 を 占む る 隣り合せ の 二人が、 何事 か 声高に 

ののし おおかみ 

罵る 声 を 聞かぬ 者はなかった。 「月に 吠 ゆる 狼 の… 

なげう 

…ほざく は」 と 手に したる 盃を 地に 抛って、 夜 鴉の 城 



下に piro gloria et piatria と 云う 銘が 刻んで ある。 水 

を 打った 様な 静かな 中に、 只ル ー ファス が 抜き かけた 

剣 を 元の 鞘に 収 むる 声の みが 高く 響いた。 これより 両 

家の 間 は 長く 中絶え て、 ウィリアムの 乗り 馴れた 栗毛 

の 馬 は 少しく 肥えた 様に 見えた。 

うわさ しき がいさい うら み 

近頃 は 戦 さの 噂 さえ 頻り である。 睚眦の 恨 は 人 を 

欺く 笑の 衣に 包め ども、 解け 難き 胸の 乱れ は 空 吹く 風 

の 音に も ざ わつ く。 夜と なく 日と なく 磨きに 磨く 刃の 

さえ ほふ 

冴 は、 人 を 屠る 遺恨の 刃 を 磨く ので ある。 君の 為め 国 

の 為め なる 美しき 名を藉 りて、 毫釐の 争に 千里の 恨 を 

報ぜん とする 心からで ある。 正義と 云い 人道と 云う は 



朝 嵐に 翻が えす 旗に のみ 染め la すべき 文字で、 繰リ 

しんい ほむら 

出す 槍の穂先に は瞋恚 の燄が 焼け付い ている。 狼 は 

如何にして 鴉と 戦うべき 口実 を 得た か 知らぬ。 鴉 は 何 

を 叫んで 狼を誣 ゆる 積り か 分らぬ。 只 時なら ぬ 血潮と 

ほと しずく 

まで 見えて 迸ば しりた る 酒の I 卞の、 胸 を 染めた る 恨 

を晴 さで やと ル— ファス が セント • ジョ— ジに 誓える 

は 事実で ある。 尊き 銘は 剣に こそ 彫れ、 抜き放ち たる 

光の 裏に 遠 吠 ゆる 狼 を 屠らし めた まえと ありと あら ゆ 

る セイントに 夜 鴉の 城主が 祈念 を 凝した る も 事実で あ 

る。 両家の 間の 戦 は 到底 免 かれない。 いっとい うだけ 

が 問題で ある。 



ウィリアム は 覚えず 空に 向って 十字 を 切る。 今の 内 姿 

やつ かた 

を窶 して、 クララと 落ち延びて 北の方へ でも 行こう か。 

まう ま 、- 

落ちた 後で 朋輩が 何とい うだろう。 ル ー ファス が 人で 

うちぶところ 

なしと 云う だろう。 内 懐から クララの くれた 一 束ね 

きぬた 

の 髪の毛 を 出して 見る。 長い 薄色の 毛が、 麻 を砧で 

打って 柔 かにした 様に ゆるく うねって ウィリアムの 手 

から 下がる。 ウィリアム は 髪 を 見詰めて いた 視線 を 

ぼうぜん 

茫然と わき へ そらす。 それが 器械 的に 壁の 上 へ 落ちる。 

壁の 上に かけて ある 盾の 真中で 優しい クララの 顔が 

笑って いる。 去年 分れた 時の 顔と 寸分 違わぬ。 顔の 周 

囲 を 巻いて いる 髪の毛が …… ウィリアム は 呪われた る 



事 も ある。 赤い 花、 黄な 花、 紫の 花 —— 花の 名 は 覚え 

てお らん —— 色々 の 花で クララの 頭と 胸と 袖 を 飾って 

ひざ ま 

クノ -1 ンだク \ -1 ンだ とその 前に 跪ず いたら、 槍 を 

持たない 者 は ナイトで ない と クララが 笑った。 …… 今 

は 槍 も ある、 ナイトで も ある、 然し クララの 前に 跪く 

たんぼ ぼ しべ 

機会 はもう あるまい。 ある 時 は 野へ 出て 蒲公英の 蕊を 

吹き くら をした。 花が 散って あとに 残る、 むく 毛 を 束 

ねた 様に 透明な 球 をと つて ふっと 吹く。 残った 種の 数 

で うらない をす る。 思う 事が 成る かならぬ かと 云いな 

がら クララが 一 吹き ふくと 種の 数が 一 つ 足りない ので 

思う 事が 成らぬ と 云う 辻 うらで あつ た。 すると クララ 



に 我が 恋 叶えた まえと 願う」 クララ は 顔 を 背けて 紅 

ひとひら 

の 薔薇の 花 を 唇に つけて 吹く。 一 弁 は 飛んで 波な き 池 

みぎわ 

の 汀 に 浮ぶ。 一 弁 は 梅 鉢の 形ち に 組んで 池 を 囲える 

石の 欄干に 中り て 敷石の 上に 落ちた。 「次に 来る は応 

諾の 時期で ある。 誠 ありと 見抜く 男の 心 を 猶も確 めん 

くさぐさ 

為め 女、 男に 草々 の 課役 を かける。 剣の 力、 槍の 力で 

遂 ぐべ き 程の 事柄で ある は 言うまでもない」 クララ は 

吾 を 透す 大 いなる 眼 を 翻して 第 四 はと 問う。 「第 四の 

もののふ ぬかず かわ 

時期 を Druerie と 呼ぶ。 武夫が 君の 前に 額 付いて 渝 

しっか ひざ ま 

ら じと 誓う 如く 男、 女の 膝下に 跪ず き 手 を 合せて 女 

の 手の 間に 置く。 女 かたの 如く 愛の 式 を 返して 男に 接 



がば と 跳ね 起る。 中庭の 隅で は 鉄 を 打つ 音、 鋼を鍛 

える 響、 槌の音 やすりの 響が 聞え 出す。 戦 は 日 一 日と 

せま 

逼 つ てく る。 

その 日の 夕暮に 一城の 大衆が、 無下に 天井の 高い 食 

ばんさん いよいよ 

堂に 会して 晩餐の 卓に 就いた 時、 戦の 時期 は 愈 狼将 

軍の 口から 発布され た。 彼 は 先ず 夜 鴉の 城主の 武士道 

そむ なぬか 

に 背ける 罪 を 数えて 一 門の 面目 を 保つ 為め に 七日の 夜 

ま-. S- 

を 期して、 一 挙に その 城 を 屠れと 叫んだ。 その 声 は 堂 

の 四 壁 を 一周して、 丸く 組み合せ たる 高い 天井に 突き 

ちと 

当る と 思わる る 位 大きい。 戦 は 固より 近づきつつ あつ 

た。 ウィリアム は 戦の 近づきつつ ある を 覚悟の 前で こ 



の 盾 を 南方の 豎子に 付与す、 珍重に 護持せ よと。 われ 

盾 を 翳して その 所以 を 問う に 黙して 答えず。 強いて 聞 

ゆ VS さ 〈わ 

くと き、 彼 両手 を 揚げて 北の 空 を 指して 曰く。 ヮル 

くろがね 

ハラの 国ォ ジンの 座に 近く、 火に 溶けぬ 黒鉄 を、 氷の 

如き 白 炎に 錡 たるが 幻影の 盾な り。 …… 」 この 時 戸口 

に 近く、 石よりも 堅き 廊下の 床 を 踏みならす 音が する。 

ウィリアム は 又 起って 扉に 耳 を 付けて 聴く。 足音 は 部 

屋の前 を 通り越して、 次第に 遠ざかる 下から、 壁の 射 

返す 響の みが 朗らかに 聞え る。 何者か 暗窖の 中へ 降リ 

きどく 

ていった のであろう。 「この 盾 何の 奇特 か あると 巨人 

に 問えば 曰く。 盾に 願え、 願うて 聴かれざる なし 只 そ 



の 身 を 亡ぼす 事 あり。 人に 語るな 語る とき 盾の 霊 去る _ 

…… 汝盾を 執って 戦に 臨めば 四囲の 鬼神 汝を 呪う こと 

あり。 呪われて 後 蓋 天蓋 地の 大 歓喜に 逢うべし。 只 盾 

を 伝え 受 くる ものに この 秘密 を 許す と。 南国の 人 この 

不祥の 具 を 愛せず と 盾を棄 てて 去らん とすれば、 巨人 

手 を 振って 云う。 われ 今 浄土 ヮル ハラに 帰る、 幻影の 

せきい 

盾 を 要せず。 百年の 後 南方に 赤 衣の 美人 あるべし。 そ 

おもて 、-だ 

の 歌の この 盾の 面に 触 るるとき、 汝の 児孫 盾 を 抱い 

て拃 舞す る もの あらんと。 …… 」 汝の 児孫と はわが 事 

ではない かと ウィリアム は 疑う。 表に 足音が して 室の 

戸の 前に 留 つた 様で ある。 「巨人 は 薊の 中に 斃れ て、 



ら 見舞に 来た」 と 片足 を宙 にあげて、 残れる 膝の 上に 

置く。 

またた 

「さした 事 もない」 と ウィリアム は 瞬きして 顔 を そ 

むける。 

よがらす はばた 

「夜 鴉の 羽搏き を 聞かぬ うちに、 花 多き 国に 行く 気 は 

あ J す 

ないか」 とシ ワルド は 意味 有 気に 問う。 

「花 多き 国と は？」 

「南の 事 じ や、 トルバ ダウの 歌の 聞け る 国 じ や」 

ぬし 

「主が いにたい と 云う のか」 

「わし は 行かぬ、 知れた 事よ。 もう 六つ、 日の出 を 見 

れば、 夜 鴉の 栖を 根から 海へ 蹴落す 役目が ある わ。 日 



「白が 見えたら …… 」 と ウィリアム は 幻影の 盾 を 睨む _ 

やしゃ 

夜叉の 髪の毛 は 動き もせぬ、 鳴リ もせぬ。 クララ かと 

思う 顔が 一 寸 見えて 又もとの 夜叉に 返る。 

「まあ、 よい わ、 どうにかなる 心配す るな。 それより 

は 南の 国の 面白い 話で もしょう」 とシ ワルド は 渋色の 

髭 を 無雑 作に 搔 いて、 若き 人 を 慰める 為 か 話頭 を 転ず 

る。 

「海 一 つ 向へ 渡る と 日の目が 多い、 暖 かじゃ。 それ 

に 酒が 甘くて 金が 落ちて いる。 土 一 升に 金 一 升 …… う 

ほん ま 

そじ や 無い、 本 間の 話 じ や。 手 を 振る の は 聞きと も 無 

いと 云う のか。 もう 落 付いて 一 所に 話す 折 も あるまい _ 



シ ワルドの 名残の 談義 だと 思うて 聞いて くれ。 そう 

めい きさ 

滅入らん でもの 事よ」 宵に 浴びた 酒の 気が まだ 醒めぬ 

のか ゲ ー と 臭い の を ウィリアムの 顔に 吹き かける。 

「いや これ は 御 無礼 …… 何 を 話す 積り であった。 おお 

それ だ、 その 酒の 湧く、 金の 土に 交る 海の 向での」 と 

のぞ 

シ ワルド は ウィリアム を視き 込む。 

I 主が 女に 可愛がられ たと 云う のか」 

「ヮ ハハハ 女に も 数多 近付 は あるが、 それじゃない。 

ボ— シィル の 会 を 見た と 云う 事よ」 

「ボ— シィル の 会？」 

「知らぬ か。 薄 黒い 島国に 住んで いて は、 知らぬ も 道 



ま 

た 後へ 三 万 枚の 黄金 を 蒔く。 すると ァグ ー の 太守が わ 

ほうび 

し は 勝ち 手に とらせる 褒美 を受 持とうと 十万 枚の 黄金 

を 加える。 マル テロ はわし は 御馳走 役 じ やと 云うて 

ろ > つ そく にたき 

蠟燭の 火で 煮 焼した 珍味 を 振舞うて、 銀の 皿 小鉢 を 引 

出物に 添える」 

「もう 沢山 じ や」 と ウィリアムが 笑いながら 云う。 

「ま 一 つじ や。 仕舞に レイモンが 今まで 誰も 見た 事の 

ま さく 

ない 遊び を やる と 云うて 先ず 試合の 柵の 中へ 三十 本の 

杭 を 植える。 それに 三十 頭の 名馬 を繫 ぐ。 裸馬で はな 

くら あぶみ くつ わ たづな きゃしゃ 

い 鞍 も 置き 鎧 もっけ 轡 手綱の 華奢 さえ 尽 して じ や。 

よい か。 そして その 真中へ 鎧、 刀 これ も 三十 人 分、 甲 



五日 目から 四日 目に 移る は 俯せた る 手 を 翻が えす 間 

±3 と 

と 思われ、 四日 目から 三日 目に 進む は 翻が えす 手 を 故 

に 還す 間と 見えて、 三日、 二日より 愈 戦の 日 を 迎えた 

ると き は、 手 さえ 動かす ひまな きに 襲い 来る 如く 感ぜ 

られ た。 「飛ばせ」 とシ ー ワルド は ウィリアム を 顧み 

て 云う。 並ぶ 轡の 間から 鼻 嵐が 立って、 二つの 甲が、 

月下に 躍る 細 鱗の 如く 秋の 日 を 射返す。 「飛ばせ」 と 

シ ー ワルドが 踵 を 半ば 馬の 太 腹に 蹴込む。 二人の 頭 

の 上に 長く 挿した る 真白な 毛が 烈しく 風 を 受けて、 振 

なび 

リ 落さる るまでに 靡く。 夜 鴉の 城壁 を 斜めに 見て、 小 

め て かざ かた 

高き 丘に 飛ばせた るシ— ワルドが 右手 を 翳して 港の 方 



を 望む。 「帆柱に 掲げた 旗 は 赤 か 白 か」 と 後れた る ウイ 

リア ムは 叫ぶ。 「白 か 赤 か、 赤 か 白 か」 と 続け様に 叫ぶ。 

くらつ ぼ たい 

鞍壺に 延び 上った るシ— ワルド は 体 をお ろす と 等しく 

馬 を 向け直して 一散に 城門の 方へ 飛ばす。 「続け、 続 

け」 と ウィリアム を 呼ぶ。 「赤 か、 白 か」 と ウィリアム 

あま-つ ま：：.' 

は 叫ぶ。 「阿呆、 丘へ 飛ばす より 壕の 中へ 飛ばせ」 と 

シ ー ワルド は ひたすらに 城門の 方へ 飛ばす。 港の 入口 

に は、 埠頭 を 洗う 浪を 食って、 胴の 高い 船が 心細く 揺 

れ ている。 魔に 襲われて 夢 安から ぬ 有様で ある。 左右 

に 低き 帆柱 を 控えて、 中に 高き 一 本の 真上に は 「白 

だッ」 と ウィリアム は 口の 中で 言いながら 前歯で 唇 を 



人の 騒ぐ 気合が する。 それが 漸々 烈しくなる。 千里の 

きた 

深き より 来る 地震の 秒 を 刻み 分 を 刻んで 押し寄せるな 

と 心付けば それが 夜 鴉の 城の 真下で 破裂した かと 思う 

まゆ う 

響が する。 —— シ— ワルドの 眉 は 毛虫 を撲 ちた るが 如 

く 反り返る。 —— 櫓の 窓から 黒烟 りが 吹き出す。 夜の 

中に 夜よりも 黒き 烟 りが むくむ くと 吹き出す。 狭き 出 

口 を 争う が 為め か、 烟の量 は 見る 間に 増して 前なる は 

押され、 後なる は 押し、 並ぶ は 互に 譲る まじと て 同時 

あ ふ い のわき ま 

に 溢れ出ず る 様に 見える。 吹き募る 野 分 は 真と もに 烟 

ほとばし 

を 砕いて、 丸く 渦 を 巻いて 迸 る 鼻 を、 元の 如く 窓へ 

5 し 返そうと する。 虱に 喰い 留められた 渦 は 一 せ K にな 



き かた 

何物 か 「南の 国へ 行け」 と 鉄 被る 剛き手 を 挙げて 馬の 

尻 をした たかに 打つ。 「呪われた」 と ウィリアム は 馬 

と共に 空 を 行く。 

ウィリアムの 馬 を 追う にあらず、 馬の ウィリアムに 

追わる るに あらず、 呪いの 走るな り。 風 を 切り、 夜 を 

裂き、 大地に 疳 走る 音 を 刻んで、 呪いの 尽くる 所まで 

走るな り。 野 を 走り 尽 せば 丘に 走り、 丘 を 走り 下れば 

谷に 走り 入る。 夜 は 明けた のか 日 は 高い のか、 暮れ か 

あられ のわき 

かるの か、 雨 か、 霰 か、 野 分か、 木枯か II 知らぬ。 

呪い は 真一文字に 走る 事 を 知る のみ じ や。 前に 当る も 

ひづめ 

の は 親で も 許さぬ、 石 蹴る 蹄に は 火花が 鳴る。 行 手 



を 遮る もの は 主で も斃 せ、 闇 吹き散らす 鼻 3 屈 を 見よ。 

物凄き 音の、 物凄き 人と 馬の 影 を 包んで、 あっと 見る 

まつげ 

睫の 合わぬ 間に 過ぎ去る ばかり じ や。 人 か 馬 か 形 か 

影 かと 惑うな、 只 呪い その物の 吼リ 狂うて 行かん と 欲 

する 所に 行く 姿と 思え。 

ウィリアム は 何 里 飛ばした か 知らぬ。 乗リ斃 した 馬 

の 鞍に 腰 を 卸して、 右手に 額 を 抑えて 何事 を か 考え出 

さんと 力めて いる。 死した る 人の 蘇 る 時に、 昔し の 

我と 今の 我との、 ある は 別人の 如く、 ある は 同人の 如 

く、 繫ぐ 鎖り は 情けなく 切れて、 然も 何等かの 関係 あ 

るべ しと 思い惑う 様で ある。 半時な りと も 死せ る 人の 



やむ。 

ウィリアムの 腰 は 鞍 を 離れた。 池の 方に 眼 を 向けた 

力た おも t 

まま 音 ある 方へ 徐ろに 歩 を 移す。 ぼろぼろと 崩る る 

苔の 皮の、 厚く 柔らか なれば、 あるく 時 も、 坐れ る 時 

の 如く 林の 中 は 森と して 静かで ある。 足音に 我が 動く 

を 知る ものの、 音なければ 動く 事 を 忘る るか、 ゥ イリ 

みぎわ 

アム は 歩む と は 思わず 只 ふらふらと 池の 汀まで 進み 

せま ふ 

寄る。 池 幅の 少しく 逼 りたる に、 臥す 牛 を 欺く 程の 岩 

うずくま 

が 向 側から 半ば 岸に 沿うて 蹲踞れば、 ウィリアムと 岩 

わず 

との 間 は 僅か 一 丈余な らんと 思われる。 その 岩の 上に 

まば 

一 人の 女が、 眩 ゆしと 見 ゆるまでに 紅なる 衣 を 着て、 



ら 出る」 と ウィリアムが 云う。 彼の 眼 は 猶盾を 見詰め 

ている。 彼の 心に は 身 も 世 も 何もない。 只 盾が ある。 

髪 毛の 末から、 足の 爪先に 至る まで、 五臓六腑 を 挙げ、 

耳目 口 鼻 を 挙げて 悉く 幻影の 盾で ある。 彼の 総身 は 盾 

になり 切って いる。 盾 は ウィリアムで ウィリアム は 盾 

である。 二つの ものが 純一 無雑の 清 浄界に ぴたりと 

お お "ず 

合うた とき —— 以太利 亜の 空は自 から 明けて、 以太 

利 亜の 日は自 から 出る。 

女 は 又 歌う。 「帆 を 張れば、 舟 も 行く めり、 帆柱に、 

何 を 掲げて 」 

「赤 だつ」 と ウィリアム は 盾の 中に 向って 叫ぶ。 「白 



よこぎ 

い 帆が 山 影 を 横って、 岸に 近づいて 来る。 三本の 帆 

柱の 左右 は 知らぬ、 中なる 上に 春風 を 受けて 棚曳く は、 

赤 だ、 赤 だ クララの 舟 だ」 …… 舟 は 油の 如く 平なる 海 

へさき きんいろ 

を 滑って 難なく 岸に 近づいて 来る。 舳に 金色の 髪 を 

日に 乱して 伸び 上る は 言うまでもない、 クララで ある。 

あ 、 

ここ は 南の 国で、 空に は 濃き 藍 を 流し、 海に も 濃き 

よこた とおやま 

藍 を 流して その 中に 横 わる 遠山 もまた 濃き 藍 を 含ん 

でい る。 只 春の 波の ちょろちょろと 磯 を 洗う 端 だけが 

かんらん 

際限な く 長い 一 条の白 布と 見える。 丘に は 橄欖が 深緑 

ちち ちどリ 

りの 葉 を 暖かき 日に 洗われて、 その 葉 裏に は 百千鳥 を 

かくす。 庭に は 黄な 花、 赤い 花、 紫の 花、 紅 t の 花 I 



すべ 

I 凡ての 春の 花が、 凡ての 色 を 尽くして、 咲きて は 乱 

れ、 乱れて は 散り、 散りて は 咲いて、 冬 知らぬ 空 を 誰 

に 向つ て 誇る。 

暖かき 草の 上に 二人が 坐って、 二人共に 青 絹 を 敷い 

た 様な 海の 面を遙 かの 下に 眺めて いる。 二人共に 斑 入 

りの 大理石の 欄干に 身を靠 せて、 二人共に 足 を 前に 投 

げ 出して いる。 二人の 頭の 上から 欄干 を 斜めに 林檎の 

枝が 花の 蓋 を さしかける。 花が 散る と、 あるとき はク 

ララの 髪の毛に とまり、 ある 時 は ウィリアムの 髪の毛 

にか かる。 又 ある 時 は 二人の 頭と 二人の 袖に はら はら 

かご おうむ 

と 一 度に かかる。 枝から 釣る す 籠の 内で 鸚鵡が 時々 け 



ね 

たたまし い 音 を 出す。 

「南方の 日の 露に 沈まぬ うちに」 と ウィリアム は 熱き 

唇 を クララの 唇に つける。 二人の 唇の 間に 林檎の 花の 

ひとひら ぬ 

一 片が はさま つ て 濡れた まま ついている。 

「この 国の 春 は 長 えぞ」 と クララ 窘 める 如くに 云う。 

ウィリアム は 嬉しき 声に Druerie ！ と 呼ぶ。 クララ も 

同じ様に Dmerie ！ と 云う。 籠の 中なる 鸚鵡が 

ai^0 ！ と 鋭 どき 声を立てる。 遙か 下なる 春の 海 も 

ドル エリと 答える。 海の 向う の 遠山 も ドル エリと 答え 

かんらん 

る。 丘 を蔽ぅ 凡ての 橄欖 と、 庭に 咲く 黄な 花、 赤い 花、 

紫の 花、 紅の 花 —— 凡ての 春の 花と、 凡ての 春の 物が 



皆 一斉に ドル エリと 答える。 —— これ は 盾の 中の 世界 

である。 しかして ウィリアム は 盾で ある。 

百年の 齢い は 目出度 も 難 有い。 然しち と 退屈 じ や。 

たのしみ ビ— ル 

楽 も 多かろう が 憂 も 長かろう。 水臭い 麦酒 を 日毎に 

浴びる ょリ、 舌 を 焼く 酒精 i を 半 滴 味わう 方が 手間が 

あま 

かからぬ。 百年 を 十で 割り、 十 年 を 百で 割って、 剰す 

ところの 半時に 百年の 苦楽 を 乗じたら やはり 百年の 生 

う うち 

を享 けたと 同じ 事 じ や。 泰山 も カメラの 裏に 収まり、 

水素 も 冷 ゆれば 液と なる。 終生の 情け を、 分と 縮め、 

懸命の 甘き を 点と 凝らし 得るなら —— 然し それが 普通 

の 人に 出来る 事だろう か？ —— この 猛烈な 経験 を嘗 



め 得た もの は 古往今来 ウィリアム 一人で ある。 (二月 

十八 日) 
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